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ソーシャル・キャピタル創出におけるNPOの役割 

○○ ○○（○○大学） 
 
【取上げる問題】 
信頼やネットワーク、互酬的規範といった、人と人との

つながりによって協力や相互扶助などを促すソーシャ

ル・キャピタルに対する関心は多方面で高まっている。

様々な経済社会的成果とも関連があるといわれるソーシ

ャル・キャピタルの創出に、NPO が重要な役割を担うこ

とは、これまでにも数多くの研究で議論されてきた

（Putnam 2000 他）。さらにソーシャル・キャピタルを創

出するNPOの種類・形態や、ソーシャル・キャピタルと

市民活動の相互的関係も示唆されている（Nishide 2004）。
しかし、実際にNPOがどのように、どのようなソーシャ

ル・キャピタルを創出しており、そのためにはどのような

視点や手法、戦略を用いているのかに関しては、いまだ解

明の余地がある。 
本稿では、こうした点について海外における取り組み

を比較分析し、NPO がどのようにソーシャル・キャピタ

ル創出にむけて取り組んでいけるのかを検討した。 
 
【用いる手法】 
まず、ソーシャル・キャピタルとNPOとの関係に関す

る理論的レビューを行なった。次に、NPO がどのような

視点や手法を用いて、どのような活動を通して、ソーシャ

ル・キャピタルを形成しているのかについて、ソーシャ

ル・キャピタル・インク（Social Capital Inc.）（アメリカ）、

全国ボランティア団体協議会（The National Council for 
Voluntary Organisations (NCVO)）（イギリス）、ウィール（The 
Wheel）（アイルランド）という、ソーシャル・キャピタル

の形成や啓発をミッションにしている団体や、ソーシャ

ル・キャピタルの視点を取り入れた活動やアドボカシー

を行なっているNPOの取り組みを比較分析した。この3
つの団体を取り上げたのは、団体や事業の目的・視点とし

て、ソーシャル・キャピタルの形成を明確に打ち出してい

る、現時点では数少ない団体であるためである。ソーシャ

ル・キャピタル・インクについては、2006 年 5 月に実施

したインタビュー調査を、全国ボランティア団体協議会

およびウィールについては、2005 年 2 月に筆者が参加し

た内閣府経済社会総合研究所（2005）の欧州インタビュー

調査を各々踏まえている。 
 
 
 

【結論】 
NPO には、個人、組織、地域、国という、様々なレベ

ルにおいて、ソーシャル・キャピタルを創出する役割があ

る。個人レベルでは、個人のボランティアや寄付を促進し、

参加の機会の拡大を提供する。組織レベルにおいては、自

らの組織内においてソーシャル・キャピタルを構築でき

る。地域レベルでは、地域ガバナンスやコミュニティ活性

化につながる。国レベルでは、自らと関わりのある政策に

ついて、ソーシャル・キャピタルの視点を取り入れた評価

やアドボカシーを行なうことができる。 
また、NPO の目的や機能の違いにより、結束型

（bonding）、橋渡し型（bridging）、連結型（linking）など

性質の異なるソーシャル・キャピタルの創出機能や戦略

を有していることもわかった。 
今後NPOがソーシャル・キャピタルを創出するために

は、各団体の目的や機能に即してソーシャル・キャピタル

の意義や枠組みを議論し、ソーシャル・キャピタルの視点

を団体の戦略計画や事業に反映させることが重要である。

さらに、団体の取り組みによって、地域におけるソーシャ

ル・キャピタルがどれぐらい構築されたかということを、

大学との連携などによりコミュニティ調査を毎年実施し

たり、組織内のソーシャル・キャピタル構築などを評価す

ることも望まれる。 
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